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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 31日 (2007.5.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 信 号 を 送 受 信 す る 無 線 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 送 受 信 信 号 を 処 理 す る 第 １ の 回 路 及 び 第 ２ の 回 路 と 、
　 動 作 の 基 準 と な る 受 信 ク ロ ッ ク を 第 １ の 回 路 側 で 生 成 す る 発 振 器 と 、
　 前 記 受 信 ク ロ ッ ク を 前 記 第 １ の 回 路 か ら 前 記 第 ２ の 回 路 へ 供 給 す る 第 １ の イ ン タ ー フ ェ
ー ス と 、
　 前 記 第 ２ の 回 路 に お い て 前 記 第 １ の 回 路 か ら 供 給 さ れ た 受 信 ク ロ ッ ク に 同 期 さ せ て 出 力
す る 送 信 デ ー タ を 前 記 第 １ の 回 路 へ 入 力 す る 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 第 １ の 回 路 に お い て 、 前 記 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 経 由 で 入 力 さ れ た 送 信 デ ー タ と
受 信 ク ロ ッ ク と の 遅 延 を 補 償 す る 遅 延 補 償 手 段 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 回 路 は 無 線 信 号 の 送 受 信 処 理 を 行 な う 無 線 回 路 モ ジ ュ ー ル で あ り 、 前 記 第 ２
の 回 路 は 物 理 層 プ ロ ト コ ル に お け る 伝 送 デ ー タ の 処 理 を 行 な う 物 理 層 モ ジ ュ ー ル で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 遅 延 補 償 手 段 は 、 送 信 デ ー タ に 対 し 適 切 な 遅 延 量 を 挿 入 し 、 送 信 デ ー タ の 遅 延 が 常
に 一 定 に な る よ う に す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 デ ー タ 送 信 処 理 を 行 な う デ ー タ 送 信 モ ー ド と 、 送 信 デ ー タ の 遅 延 時 間 の 補 償 を 行 な う キ
ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ モ ー ド を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ モ ー ド 下 に お い て 、 前 記 遅 延 補 償 手 段 は 、 予 想 さ れ る 最 大 遅
延 時 間 を 超 え る 長 さ を 持 つ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ パ ル ス を 前 記 第 １ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 経
由 で 前 記 第 １ の 回 路 か ら 前 記 第 ２ の 回 路 へ 送 出 し 、 前 記 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 経 由 で 前
記 第 ２ の 回 路 か ら 前 記 第 １ の 回 路 へ ル ー プ バ ッ ク さ れ る パ ル ス と 元 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン
・ パ ル ス と の 遅 延 に 基 づ い て 遅 延 時 間 を 補 償 す る 、



こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 遅 延 補 償 手 段 は 、 前 記 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 経 由 で 前 記 第 ２ の 回 路 か ら 前 記 第 １
の 回 路 へ ル ー プ バ ッ ク さ れ る パ ル ス と 元 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ パ ル ス と の 位 相 差 に 基 づ
い て ク ロ ッ ク 周 期 未 満 の 遅 延 時 間 を 補 償 し 、 さ ら に 送 信 デ ー タ が 前 記 最 大 遅 延 時 間 を 持 つ
よ う に 適 切 な 遅 延 量 を 挿 入 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 無 線 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 無 線 信 号 を 送 受 信 す る 無 線 通 信 方 法 で あ っ て 、
　 送 受 信 信 号 を 処 理 す る 第 １ の 回 路 に お い て 動 作 の 基 準 と な る 受 信 ク ロ ッ ク を 第 １ の 回 路
側 で 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 ク ロ ッ ク を 前 記 第 １ の 回 路 か ら 前 記 第 ２ の 回 路 へ 供 給 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の 回 路 に お い て 前 記 第 １ の 回 路 か ら 供 給 さ れ た 受 信 ク ロ ッ ク に 同 期 さ せ て 出 力
す る 送 信 デ ー タ を 前 記 第 １ の 回 路 へ 入 力 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 回 路 に お い て 前 記 第 ２ の 回 路 か ら 入 力 さ れ た 送 信 デ ー タ と 受 信 ク ロ ッ ク と の
遅 延 を 補 償 す る 遅 延 補 償 ス テ ッ プ と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 通 信 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　

　

　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 無 線 機 １ は 、 無 線 機 ２ に 向 け て 距 離 測 定 用 の パ ケ ッ ト １ を 送 っ た 後 、 無 線 機 ２ か ら パ ケ
ッ ト ２ が 返 送 さ れ る ま で 待 機 す る 。 そ し て 、 無 線 機 １ は 、 パ ケ ッ ト １ の 送 信 か ら パ ケ ッ ト
２ が 検 出 さ れ る ま で の 時 間 を 自 身 の カ ウ ン タ １ ６ １ で 計 測 す る 。 距 離 測 定 信 号 の 変 調 速
度 は 例 え ば 数 １ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 上 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 Ｄ ラ ッ チ １ ０ １ は 、 受 信 ク ロ ッ ク Ｒ Ｘ Ｃ Ｌ Ｋ を ４ Ｇ Ｈ ｚ に 同 期 さ せ る 。 分 周 器 １ ０ ２ は
Ｄ ラ ッ チ １ ０ １ の 出 力 を 分 周 し 、 受 信 ク ロ ッ ク Ｒ Ｘ Ｃ Ｌ Ｋ の 整 数 倍 の 長 周 期 パ ル ス を 発 生
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送 受 信 信 号 を 処 理 す る 第 １ の 回 路 及 び 第 ２ の 回 路 と 、 動 作 の 基 準 と な る 受 信 ク ロ ッ ク を
第 １ の 回 路 側 で 生 成 す る 発 振 器 と 、 前 記 受 信 ク ロ ッ ク を 前 記 第 １ の 回 路 か ら 前 記 第 ２ の 回
路 へ 供 給 す る 第 １ の イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、 前 記 第 ２ の 回 路 に お い て 前 記 第 １ の 回 路 か ら 供
給 さ れ た 受 信 ク ロ ッ ク に 同 期 さ せ て 出 力 す る 送 信 デ ー タ を 前 記 第 １ の 回 路 へ 入 力 す る 第 ２
の イ ン タ ー フ ェ ー ス と を 備 え た 無 線 通 信 装 置 に お い て 遅 延 時 間 を 補 償 し た デ ー タ 送 信 を 行
な う た め の 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 す る よ う に コ ン ピ ュ ー タ 可 読 形 式 で 記 述 さ れ た コ
ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ に 対 し 、

予 想 さ れ る 最 大 遅 延 時 間 を 超 え る 長 さ を 持 つ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ パ ル ス を 前 記 第 １ の
イ ン タ ー フ ェ ー ス 経 由 で 前 記 第 １ の 回 路 か ら 前 記 第 ２ の 回 路 へ 送 出 す る 手 順 と 、

前 記 第 ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 経 由 で 前 記 第 ２ の 回 路 か ら 前 記 第 １ の 回 路 へ ル ー プ バ ッ ク
さ れ る パ ル ス と 元 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ・ パ ル ス と の 位 相 差 に 基 づ い て ク ロ ッ ク 周 期 未 満
の 遅 延 時 間 を 補 償 す る 手 順 と 、

送 信 デ ー タ が 前 記 最 大 遅 延 時 間 を 持 つ よ う に 適 切 な 遅 延 量 を 挿 入 す る 手 順 と 、
を 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 。

用



さ せ る 。 Ｄ ラ ッ チ １ ０ ３ は 、 分 周 器 １ ０ ２ で 発 生 し た 長 周 期 パ ル ス を ４ Ｇ Ｈ ｚ ク ロ ッ ク に
同 期 さ せ る 。 Ｄ ラ ッ チ １ ０ ４ は 、 Ｐ Ｈ Ｙ ブ ロ ッ ク ２ ６ か ら の 送 信 開 始 信 号 （ Ｔ Ｘ ＿ Ｖ Ａ Ｌ
Ｉ Ｄ ） を ４ Ｇ Ｈ ｚ ク ロ ッ ク に 同 期 さ せ る 。
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